奈 良

	９） 南部ブロック


カトリック京都教区奈良南部ブロック２００５年４月１日～２００６年３月３１日の

　短期目標・宣教司牧計画　
　　この目標・計画は、南部ブロックの２００５年～２００６年の宣教司牧活動すべてをリストアップしたものではない。
　これに対して、わたしたちが今年、２００３年よりの長期目標を実現するために強調し、特に今までできなかった
ことが記されているものです。
ブロック会議
目標１：　
ブロックの信徒が２００６年３月３１日までに、ブロック会議がブロックの宣教司牧方針を決定する機関で
あることを理解するように目指します。
計画１： 各小教区の評議会とブロック会議との関係を明確にし、図式化して、幾度も信徒に伝えます。
計画２： ブロック会議直前の主日ミサ時、会議の議題を提示します。
計画３： ブロック会議一週間後の主日ミサ時、議事録、特に会議の決定事項を報告します。

ブロックレベルで行う宣教司牧活動
目標２：
２００６年３月３１日までに、ブロック中高生の信仰養
成・司牧のための奉仕するキリスト者小グループを

作り、中高生が集まることを目指します。

計画４： 7月までに、中高生の保護者などを呼んで「中高生の信仰養成・司牧の奉仕するキリスト者
小グループ」の役割について研修会を開く。
計画5： １０月までに「中高生の信仰養成・司牧の奉仕するキリスト者小グループ」を立ち上げる。
計画６： 2006年の３月までに、「中高生の信仰養成・司牧の奉仕するキリスト者小グループ」と中高生が
話し合う場を設ける。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ブロック子ども信仰養成奉仕するキリスト者小グループから）

目標３：　子どもが聖体についての意識を深め、共同宣教司牧の基本的な考え方が分かるよう目指します。
計画７：　教会学校で聖体とその「福音宣教する共同体」を作る過程を教えるために 「共同宣教司牧って
なあに？」というQ&Aパンフレットを使います。




　　　　（ブロック典礼を調整する奉仕するキリスト者小グループから）

目標４：　
今年、ブロックの各小教区でのミサ・集会祭儀がミサ典書の総則に従って、統一したやり方を達成する

ことを目指します。
計画８：　祭壇奉仕者（侍者）のためのマニュアルを作ります。





（ブロック典礼を調整する奉仕するキリスト者小グループから）

目標５：
　「聖体年」に当たって信徒が聖体についての意識を深めることを目指します。
計画９： ミサ以外の聖体礼拝のやり方を工夫して、各小教区で推進します。



（ブロック難民・移住・移動者司牧の奉仕するキリスト者小グループから）

目標６：　
日本人と移住者とで構成される多文化共生の教会
を目指します。
計画１０：　各小教区に移住者と一緒に多文化教会を推進するキリスト者小グループを立ち上げます。
計画１１：　ブロック国際ミサを年３回（2005年6月、12月、2006年3月）行います。

（ブロックキリスト教入門講座奉仕するキリスト者小グループから）

目標７：　入門講座に参加する人（求道者及び同伴者）を増やすことを目指します。
計画１２：　毎回の入門講座準備会を大切にし、そのやり方を見直して、信徒が自信を持って講座を指導
できるよう
に努めます。
小教区評議会
目標８：　ブロックの信徒が２００６年３月３１日までに、「小教区
評議会制度」を理解し、それを自分のものとする
よう目指します。
計画１３： 小教区規約（仮規約）を作成し、信徒に伝え、試行
します。
計画１４：　評議会制度の勉強会を行います。
計画１５：　教会へ来られない人のために対策をとります。

小教区内のキリスト者小グループ
目標９：　
ブロックの信徒が２００６年３月３１日までに、「小グループが集まるとき」という小冊子に沿って、いずれ

かのキリスト者小グループに参加することを目指します。
計画１６：　キリスト者小グループと小教区活動部会との関係を明確にします。
計画１７：　各キリスト者小グループに世話役（リーダー）を設け
ます。
計画１８：　現在、よく活動している奉仕するキリスト者小グループの進め方をみんなに知らせる。
信徒の信仰養成

目標１０：　ブロック信徒養成を改善し、自己・共同体の刷新が進むことを目指します。
計画１９：　月１回、ミサの前後に、「担当チーム」は聖書解説を
実施します。
計画２０：　月１回、「担当チーム」はミサの前後に、１０分程度の要理の解説を実施します。
計画２１：　年３回、信仰教育のリーダー（教会学校、聖書勉強、入門講座など）を養成する勉強会を実施
します。
